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４ 「稼ぐ観光」の基本的戦略の検討 

 

（１）外部環境との比較・整理 

各調査結果、統計データ等をもとに、市場（観光客）Customer 競合地域Competitor 自地域Company

の 3つの視点で、当地域を取り巻く環境を整理する。 

市場（観光客） 

Customer  

【業界トレンド】 

 世界水準のDMOの形成・育成 

 国及び北海道における観光客や訪日外国人客の増加（しかし、インバウンドの
爆買い等は急減速） 

 新たな観光資源の開拓（ナイトタイム等の活用、スポーツツーリズム、アニメ
ツーリズム、エンターテイメント鑑賞機会の拡大等） 

 健全な民泊・農泊の普及 
 古民家等の人気 
 クルーズ船受入の更なる拡充 
 ユニバーサルツーリズムの促進 
 最新技術を活用したコンテンツづくりの促進 

 キャンピングカー等での周遊型観光の増加 

 

【顧客トレンド】 

 「モノ消費」から「コト消費（体験型消費等）」へ 
 「学びに満ちた旅」、「テクノロジーで旅がより簡単・便利に」、「宇宙旅行は遠
くとも、見果てぬ地への憧れは続く」、「個々の旅行者の興味・好みにあった旅の
情報がより重要になる」、「社会問題を意識した旅」、「旅にもエコ意識」、「現地
での体験が旅の醍醐味に」、「大満足できる小旅行」 

競合地域 

Competitor 
■管内近隣地域 
・隣接地域で名寄市より多い観光入込客数の市町村はない。 
・旭川市、上川町、富良野市、美瑛町とは観光客の傾向が異なることから、これら
地域の観光客を取り入れるためにも管内は連携すべき相手であり、ライバルでは
ない。 

 
■星空観光 
 長野県阿智村 
 芦別市 
 陸別町 
 弟子屈町（ツーリズムてしかが：摩周湖星紀行） 

 
■餅文化 
 岩手県一関市・平泉町 

 
■農業体験 
 全国各地（農泊推進地域約 350か所（平成 30年度現在） 
 十勝いただきますカンパニー、ホクレンくるるの杜、厚真町など 

 
■他 
鉄道・廃線観光（岐阜県飛騨市など）、雪質・スノーアクティビティ（ニセコ町、大
雪カムイミンタラ DMO、青森スノーランド活性化協議会、岩手県八幡平市、長
野県白馬村など）、キャンピングカー（静岡県富士宮市、兵庫県香美町） 

自地域（抜粋再
掲） 

Company 

■観光客の実態について 

①上川管内には、旭川市、上川町、富良野市、美瑛町が存在し、上川の半分の入込
数を記録しているため、同一管内に存在することを最大限活用する施策が有効。 

②名寄市は、ほとんどが道内客だが、管内から新しい層としての道外客、外国人客
を誘客するチャンスがある。 

③冬の雪は目的地となりえる資源であり、より強く PRするべき。 

④「なよろ市立天文台きたすばる」や、同じ学習機会を提供する「北国博物館」の
さらなる活用によって、学ぶ観光地として、宿泊客延べ泊数の押し上げを図る。 

４ 「稼ぐ観光」の基本的戦略の検討 
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⑤北の稚内を目指す経路上にあるため、立ち寄り客を増やす。 

⑥「食べ歩き・グルメ」のコンテンツが中心で、旅行全体の満足度につなげるため
にも引き続き食コンテンツを活用。管内で人口が多い旭川市を中心に誘客を図る
とともに、滞在時間を延ばし、消費額を増やす。 

⑦仕事関係で名寄市に訪問するニーズもあることから、夜のコンテンツ開発によ
り、宿泊の満足度を高め、紹介意向、再来訪意向に繋げていく。 

⑧30 代～40 代の家族層は将来のリピーター化にも繋がるため、引き続き、スポー
ツ含む学ぶ観光を推進する。 

⑨名寄市の街並み景観を特徴づける取組により、名寄市のイメージを定着させリピ
ーター化を図る。 

 

■地域資源・商品・サービスについて（評価が高いコンテンツ） 

・ひまわり畑 

・もちつき加工体験 

・四季の農村ツアー 

・サンピラーパーク、天文台、カヌー、カーリング、北国博物館 

・星空 

・日本一の雪質「パウダースノー」「シルキースノ－」スキー、スノーボード 

・道の駅に集まるキャンピングカー 

 

（２）地域の強み・弱み・機会・脅威の整理 

  

ＳＷＯＴ分析 

Strength（強み） Weakness（弱み） 

・日本一や北海道一の資源が多い 

・自然を活かした北海道らしい資源が多い 

・旭川市から１時間の距離、稚内への経路上に位置 

・管内では知名度が低い（観光客数が少ない現状） 

・人口減少の加速化 

・旭川以北の交通手段の貧弱さ 

Opportunity（機会） Threat（脅威） 

・上川管内の強力なコンテンツと道外客 

・広域観光周遊ルート（きたルート） 

・北海道の注目度の上昇 

・道内の観光振興の取組の活発化 

（他の地域に隠れてしまう） 

・星を売る地域が多い 
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（３）基本的戦略の整理 

地域の現状分析を行ったうえで、来訪者数を増やすことに注力するのか、質を高める、付加価値を高

めること、他と違うことが体験できる地域にするのか等といった基本的な戦略を整理する。 

当地域については、強い資源は無い、観光客が多くない地域であると想定すると、ターゲットの絞り

込みと差別化の検討が必要であると考え、以下を整理する。 

 

■セグメンテーション（Segmentatio） 

各年代と属性を細分化し、それぞれがどの地域資源に興味を持っているか、なにを求めているか等に

ついてセグメントを分けて整理する。 

各年代と
最大層の
同行者に
よる整理 

 

◆20歳代[10.3%]（最大層：仕事・職場の仲間） 

 同行者：「仕事・職場の仲間」30.6％、「家族（子供連れ）」18.4％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」32.7％ 
 旅行動機：「友達とのつきあいを楽しむため」24.5%、「日常から解放されるため」

20.4%、「思い出を作るため」20.4% 
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ（飲食）」18.4% 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」32.7％、「おみやげ品（物品）」28.6％、「食事」22.4％ 
 紹介意向：20.4％／再来訪意向：28.6％（大変そう思う） 
[仕事・職場の仲間] 
 旅行内容：「仕事」48.3％ 
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ品（飲食）」「自然景観」「街並み景観」12.1％ 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」22.4％、「おみやげ品（物品）」20.7％ 
 紹介意向：8.6％／再来訪意向：10.3％ 

◆30歳代[18.3%]（最大層：家族（子供連れ）） 

 同行者：「家族（子供連れ）」36.8％、「夫婦」19.5％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」34.5％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」27.6%、「家族の親睦を深めるため」20.7% 
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「自然景観」11.5% 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」18.4％ 
 紹介意向：14.9％／再来訪意向：21.8％（大変そう思う） 
[家族（子供連れ）] 
 旅行内容：「帰省・親族・友人等訪問」27.0％ 
 旅行動機：「家族の親睦を深めるため」36.0%  
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ（飲食）」13.5％ 
 満足度： 「おみやげ（飲食）」25.2％ 
 紹介意向：17.1％／再来訪意向：20.7％ 

◆40歳代[22.1%]（最大層：家族（子供連れ）） 

 同行者：「家族（子供連れ）」34.3％、「夫婦」14.3％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」21.0％、「スキー・スノーボード」21.0％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」18.1%、「家族の親睦を深めるため」18.1%、
「保養・休養のため」18.1%  

 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ品（物品）」10.5% 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」19.0％、「おみやげ品（物品）」14.3％ 
 紹介意向：5.7％／再来訪意向：9.5％（大変そう思う） 
[家族（子供連れ）] 
 旅行内容：「帰省・親族・友人等訪問」27.0％ 
 旅行動機：「家族の親睦を深めるため」36.0%  
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ（飲食）」13.5％ 
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 満足度： 「おみやげ（飲食）」25.2％ 
 紹介意向：17.1％／再来訪意向：20.7％ 

◆50歳代[22.3%]（最大層：夫婦） 

 同行者：「夫婦」34.0％、「家族（子供連れ）」21.7％ 
 「夫婦」の割合が高い。 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」24.5％、「ショッピング」18.9％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」、20.8%「保養・休養のため」18.9%  
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ品（飲食）」12.3% 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」17.9％、「食事」13.2％ 
 紹介意向：11.3％／再来訪意向：17.0％（大変そう思う） 
[夫婦] 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」37.2％、「ショッピング」33.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」33.6％ 
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「食事」9.7％ 
 満足度：「おみやげ（飲食）」19.5％ 
 紹介意向：8.8％／再来訪意向：18.6％ 

◆60歳代[11.1%]（最大層：夫婦） 

 同行者：「夫婦」45.3％ 
 旅行内容：「ショッピング」30.2％、「食べ歩き・グルメ」22.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」26.4%  
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「おみやげ品（物品）」13.2% 
 満足度：「おみやげ品（飲食）」17.0％、「おみやげ品（物品）」13.2％ 
 紹介意向：15.1％／再来訪意向：13.2％（大変そう思う） 
[夫婦] 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」37.2％、「ショッピング」33.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」33.6％ 
 消費額：5,000円未満 
 期待度：「食事」9.7％ 
 満足度：「おみやげ（飲食）」19.5％ 

 紹介意向：8.8％／再来訪意向：18.6％ 
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■ターゲティング(Targeting) 

セグメンテーションの結果を受け、地域の観光が参入するべき市場を選定する。調査で明らかになっ

た旅行に求めるものや予算額、満足度を整理し、ターゲティングに繋げる。 

（地域戦略会議にて話し合って選定） 

調査結果から考える消費拡大に向けた有力なセグメント 

30～40歳代 

 • 調査対象者としての割合が多い層であり、今後とも誘客の可能性がある。食べ歩き・グルメ、
スキー・スノーボードと名寄市のコンテンツが支持されている層である。 

50～60歳代 

 • 道の駅でのショッピング目的の来訪が多いことから、市内周遊に誘導し、さらなる消費拡大を
図る。 

家族 

 • 同行者の種類としては夫婦に次ぐ来訪者層。消費額は夫婦に比べて高い。来訪者を増やすこと、
滞在時間を延ばすことで、さらなる消費額の向上を図る。 

夫婦 

 • 同行者の種類として最大の来訪者層。より満足度を高め、消費額を高める方策を考えることで、
消費拡大を図る。 

 

調査結果から考える新規開拓に向けたセグメント 

20歳代 

 • 自然景観を活かした体験観光の提供による将来の名寄市リピーター育成 

特定目的旅行者（天文サークル、鉄道愛好家、自然派、釣り愛好家、キャンピングカー、ツーリング、

スポーツ合宿） 

 • 特定目的旅行者の趣味趣向を満たすコンテンツが多数存在することから、コンテンツ毎にター
ゲットを絞り誘客し、観光入込客数を伸ばす。 
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※ペルソナの設定 

（説明） 

目的 消費拡大（イメージ強化） 新規開拓（観光入込客数増） 

ペルソナ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

年 代 30～40歳代 50歳代 20歳 全世代 

形 態 家族 夫婦 （社会人）男女仲間 特定愛好家 

居住地 札幌市・旭川市・関東圏 全国 

想定する 

目的 

子供連れの家族旅

行。キャンプやスキ

ー、カーリングなど

自然体験に加え、食

を求めて来訪。 

道の駅での特産品を

求めて来訪。もしく

は、道内外から北海

道周遊旅行として来

訪。 

（関東圏で多い）休

日を使ったラフティ

ング・カヌー体験や、

キャンプユースで来

訪。 

鉄道、天然イトウ釣

り、天体観測愛好家・

サークルが活動の一

環として来訪。 

提供する

旅行企画 

子供の成長に繋がる

貴重な学びの体験を

提供。身体を動かし、

知識を得、生活体験

で自立を促す旅行。 

特産品をキーワード

に、名寄市の文化や

観光資源に触れても

らう周遊プランの提

案。 

日本一長い天塩川の

ラフティング、キャ

ンプ、餅つき、収穫

など豊富な体験メニ

ューを提供 

特定趣味趣向に絞っ

た周遊プランの提供 
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■ポジショニング(Postioning) 

商品・サービスの地域の価格や受入環境の質を細分化して把握し、地域独自の価値を提供するための

差別化戦略に繋げる。 

＜ポジショニングマップ（星空）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客数 

偏重 

新規客 

偏 重 

 

 

 

 

 

 

 

 

客単価 

偏重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リピーター 

偏   重 

 

  

長野県 

阿智村 

名寄市 
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＜ポジショニングマップ（餅文化）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客数 

偏重 

新規客 

偏 重 

 

 

 

 

 

 

 

 

客単価 

偏重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リピーター 
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岩手県 

平泉町 

名寄市 
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＜ポジショニングマップ（農業体験）＞ 
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名寄市 

帯広市 
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（４）地域が取るべき事業戦略の基本的な考え方 

基本的な戦略として、以下整理する。 

 

 観光客の数 

多い 少ない 

イ
メ
ー
ジ
の
強
さ 

強
い 

リーダー（同質化戦略、全方位・フルライ

ン戦略） 

ニッチャー（集中・差別化戦略） 

弱
い 

チャレンジャー（差別化戦略） フォロワー（追随と低コスト化戦略） 

【追随と低コスト化戦略】 

 リーダー地域の真似、コンテンツ・サービスの価格・コストを下げたり、パッケージや広告等を

変えたり、既存コンテンツ・サービスを改良し、生き残る。 

  

名寄市 

現状 

天文台での飲食サービスや移動天文台 

もち商品展開やイベント等 

固有性の高いコンテンツで 

客単価の向上 

農業体験、天文台送迎等 

参加ハードルの低いコンテンツで 

客数の向上 
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■観光地として目指す形 

 

検討する事業 

（コンテンツ） 

のテーマ 

□ フォロワ―戦略 

・宿泊旅行者の消費を拡大させる。 

・旭川以北の魅力を名寄市で提供することによって、旅行者のコストパフォー

マンスを高める。 

 

□ ニッチャー戦略 

・特定目的旅行者に絞った誘客の更なる推進（天文愛好家、鉄道愛好家、自然

派、釣り愛好家、キャンピングカー周遊者、ツーリング周遊者、スポーツ合

宿など） 

 

 

 

 

 

名寄市観光振興の 

体制構築 

各産業、担い手が連携し合い、共通の目的意識の基、 

観光消費を上手に取り入れることで 

名寄市の経済を観光で引っ張る 

 

≪担い手の共通意識≫ 

北海道の魅力No.1 が集まっていることに自信を持ち、 

北を目指す観光客に真っ先に提供する 

『名寄ナンバーワン』 

 

 

  

①管内の旭川市、上川町、富良野市、美瑛町を最大限連携する施策展開。新しい層としての道外客、
外国人客を誘客する。 

②冬の雪資源を活用した観光入込の平準化。 

③「なよろ市立天文台きたすばる」や、同じ学習機会を提供する「北国博物館」のさらなる活用によ
って、学ぶ観光地として、宿泊客延べ泊数の押し上げ。北を目指す観光客の立ち寄り増やす。 

④旅行全体の満足度につなげるためにも引き続き食コンテンツを活用。滞在時間と消費額を伸ばす。 
⑤仕事関係で名寄市に訪問する層に対し、夜のコンテンツで紹介、再来訪に繋げる。 

⑥30代～40代の家族層をリピーター化。 

⑦名寄市の街並み景観を特徴づける取組により、名寄市のイメージを定着させリピーター化を図る。 
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名寄市観光振興の 
コンセプト 

北に行くなら、まずは名寄によろ～な 

『本格派に応える趣向のメッカ、なよろ“No１”』 
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４ 「稼ぐ観光」の事業計画 

 

（１）ターゲットにより刺さるコンテンツの絞り込み 

整理・評価したコンテンツについて、「①地域として特に活用したい」、「②マーケティング調査等から

特に可能性がある」の 2面から数コンテンツを選定する。 

（コンテンツを整理するための視点） 

〇短期的／中期的／長期的の視点 

〇効果が見込まれる／効果が見込まれる可能性がある／更なる検討・磨き上げによって効果が見込ま

れる等といった視点 

 

資源 ひまわり資源の活用 

評
価 

CustomerValue 北海道内でも限られた地域の観光資源だが、北竜町が先行している。 

Cost ひまわり畑の鑑賞は無料。関連商品で事業化 

Convenience ひまわり畑は８月限定。一方、関連商品は年中販売。 

Communication 道立サンピラーパークでの観賞用を除き、事業としてのひまわり畑であることから、毎年場所が異なるこ

とや、農家への協力要請と、農作物としての取り扱いが求められる。 

確度 ○：収穫体験に統合 

 

資源 餅つき体験 

評
価 

CustomerValue 日本一の生産量を誇る「もち米」を使った体験は、名寄市ならではの高い価値 

Cost 餅つき作業自体はコスト高くなく、お土産品などの購入に繋げる必要がある 

Convenience 食品衛生法等保健所の指示の遵守や、食中毒が発生しないよう管理体制の確立が求められる。 

Communication 餅つき大使（チャンピオン）の存在。名寄市の文化に触れる機会の創出。 

確度 ○：名寄が推している特産品は活用すべき 

 

資源 収穫体験 

評
価 

CustomerValue 日本一の生産量を誇る「もち米」や、作付け面積日本一の「アスパラ」、寒暖差日本一の名寄で糖度が高い

「雪見法連草」など収穫対象の農作物に価値が高く、その場で食した際の味も満足。 

Cost 全国的に収穫体験は広がっており、農泊など関連した稼ぐコンテンツと繋げることが可能 

Convenience グリーンツーリズム協議会が既にあり、推進体制が整っているが、季節によって作物の種類が異なること

や、繁閑差から担い手を拠出できるかが課題。 Communication 

確度 ○：積極的な農家も多く、推進すべき 

 

資源 バーボンウイスキー 

確度 ×：開発に数年単位の時間が必要 

 

 

４ 「稼ぐ観光」の事業計画 
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資源 炊き込みご飯 

評
価 

CustomerValue 煮込みジンギスカンや、てっぺんメニューなどご当地グルメがある中、炊き込みご飯の打ち出しは弱い。 

Cost 100円～500円の範囲で、稼ぐ事業者も限られる。 

Convenience メニュー開発による 

Communication 

確度 △：名寄市の特産品を活用するメニューとしては期待高いが、新規開発のため、優先度は低い 

 

資源 カヌー・ラフティング 

評
価 

CustomerValue 日本一長い距離、北に向かって流れる川など、天塩川での体験価値は非常に高い 

Cost 装備品や輸送手段の確保などコストは高い 

Convenience 名寄市内にラフティング事業者がいないこと、安全確保には経験が必要なことから、広域連携でのサービ

ス提供となる。 Communication 

確度 ×：担い手が少ないことから、既存のサービスを活かす展開が考えられる。 

 

資源 スキー・スノーボード 

評
価 

CustomerValue パウダースノーを求めて、ニセコにインバウンドが急増していることから、雪質日本一の価値は高い 

Cost 移動にかかる費用は高いが、スキー・スノーボードにかかる費用はニセコに比べ安価 

Convenience 札幌から遠距離な上、名寄駅からの交通手段も少ない。 

Communication スキー場のコースは、ニセコに比べ少なく、宿泊施設は１施設のみ。 

確度 ×：既存のサービスを活かした展開が考えられる。 

 

資源 サイクルツーリズム 

評
価 

CustomerValue 本格的な自転車を安価にレンタルできる環境が整備されており、大自然に恵まれたコースは爽快 

Cost 

Convenience 名寄駅前の観光協会でレンタルできる 

Communication 

確度 ×：既存のサービスを活かした展開を観光協会が中心となって進める予定。 

 

資源 星空・天文台の活用 

評
価 

CustomerValue 日本最大級の一般鑑賞可能な天体望遠鏡があり、肉眼での星空鑑賞地として、流星群の時期などに人気が

ある場所。 

Cost 公的な施設であり、入場料は安価 

Convenience 道立サンピラーパーク内に設置されており、車での移動が基本。バスは本数が少ない。 

Communication 学芸員独自の解説があるなど、複数回行っても楽しめる。 

確度 ○：天体は比較的多くの旅行者に訴求できるコンテンツであり、気軽に満足度を高める付加価値資源とし

て活用したい。 
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資源 鉄道資源の活用 

評
価 

CustomerValue 日本唯一の SL排雪列車キマロキ、日本一のＪＲ赤字路線だった旧深名線の天塩弥生駅、日本唯一の定期ラ

ッセル車が走る宗谷本線、これら鉄道資源を活用したプランを提供するユースホステル（鉄道グッズ・鉄道

プラン多数）、創作キッチンたまさぶろう（鉄道模型）など愛好家が満足するコンテンツが豊富 

Cost 大きな仕掛けを実施するためには多額の費用がかかり、回収のための料金設定が必要 

Convenience コンテンツ開発次第 

Communication 

確度 △：具体的な活用方法を検討するには時間を要する。まずは既存資源のＰＲを優先。 

 

資源 キャンピングカー・北海道周遊者の取り込み 

評
価 

CustomerValue ゴミ回収サービスや、電源・水の提供が求められるが、現状、体制整備の問題も含め提供する意向なし。 

Cost 

Convenience 

Communication 

確度 ×：情報発信に努める。 
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（２）具体的な事業案 

※選定したコンテンツ（組み合わせの場合もありますが）毎に以下事業計画として整理。 

選定した各コンテンツについて、「稼ぐ」商品とするための、事業計画を以下フレームにて整理 

 

項目 内容 配慮すべき視点 

商品名称・コン

セプト 

・商品を端的に伝える内容として整理 

・目的、狙いに関する概要 
 

ターゲット・ペ

ルソナ 

・上記、地域としてのターゲットに対して、

さらに掘り下げたペルソナの設定 

※ターゲット設定の根拠として、アンケート

結果や観光トレンド情報を合わせて整理 

 

商品の内容 

 

【旅行商品の場合】 

・商品の売り・特徴 

※他地域との差別化やターゲットとの親和

性、今後の将来性などと併せて検討 

・商品の内容（行程、実施時期・時間、募集

人数・催行人数、ガイドなど） 

・伝えられる魅力・楽しさなど 

CustomerValue 

（顧客価値） 

調査によって顧客のニーズ整理・把握した内容につい

て、それをどのように満たすのかを検討し、商品・サ

ービスの価値を検討します。 

商品の価格 

【旅行商品の場合】 

・旅行商品の価格 

※経費の原価整理（材料費、人件費、諸経費）、

他事例の価格例、現在の価格等加味して整

理 

・当地までの交通費、移動時間等コストも併

せて整理 

※設定するターゲットの消費行動を加味し

て検討 

Cost 

（顧客にとっての経費） 

当地域への旅行者がどれだけのコストを旅行におい

て負担できるかを検討します。地域に滞在する際の消

費額の向上と当地域への滞在における付加価値の検

討として、商品・サービスの価格を検討します。 

商品の入手のし

易さ 

【旅行商品の場合】 

・プログラムの受付（窓口か電話・ウェブか、

事前申し込み・当日参加可能など） 

・集合場所・そこまでのアクセスなど 

※設定するターゲットのニーズにあった方

法の検討 

Convenience 

（顧客利便性） 

地域の観光プログラムへの参加し易さや、商品の買い

やすさなど、事業へのアクセスしやすさについて整理

します。 

観光プログラムの受付、集合場所、土産商品の販売店

や通販での購買、観光窓口の運営など地域とお客様と

の接点について検討します。 

告知 PR 

【旅行商品の場合】 

・ウェブや広告媒体での発信、窓口、各種施

設での周知発信など 

※設定するターゲットに訴求するメディア

を選定 

 

Communication 

（顧客とのコミュニケーション） 

どのようにお客様が地域の観光に関する情報を入手

し、目的地として選ばれるかについて整理します。地

域の観光の情報発信の方法（広報媒体やコンテンツ、

窓口での情報発信）を検討します。 

検討する事業

（商品・サービ

ス）の 

目標・KPI 

・検討する事業（商品、サービス）に対して

KPIの設定 

・事業計画における売上げ目標として、各年

次での目標設定 

【考えられる指標】 

（物産商品）商品数、販売数、売上げ、原価

率、  原料域内調達率 など 

（旅行商品）商品数、販売数、売上げ、原価

率、域内関連事業所数 など 

（サービス）利用満足度、売上げ、域内関連

事業所数 など 

・商品サービスの販売事業者の協力のもとで売上げ

等情報収集ができる体制を構築しておくことが重

要です。 

実施体制 
・その事業を推進する体制（人材・団体）と

役割分担を整理 
・地域の事業者での利益配分ができるよう検討 
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５ 事業推進方針 

 

■ 継続的な会議の開催 

「稼ぐ観光」を実現していくためには、戦略会議等と

いった「稼ぐ観光」具体化事業に係る関係者が集まる場

を、最低年２回程度継続的に設け、本地域の観光動向の

変化、各関係者の取組内容等を共有していく。 

また、事業の取組状況やその効果、また生じた課題等

を洗い出し、見直し作業を実施し、事業の質を高め、自

走化を図っていく。 

 

■ 目標・KPI の検証 

事業の見直し作業を行うために、設定した目標・KPIに関する調査を継続的に行う。調査の結果、目

標・KPIの指標を把握し、上記の会議体にてその内容の検証を行い、取組の効果をモニタリングしてい

く。その結果の内容を鑑みて、再度、現状の把握等を行いながら、PDCAを回し、取組の質を高めてい

く。 

【目標（KGI） 目標年次 H33年度】 

 

観光客消費単価の増加 10% 

 (日帰り客 3,969円 宿泊客 14,881円) 

 

 

観光入込客数の宿泊客の割合 20% 

 (+3.0%／H29：17.0%) 

 

 

総観光消費額 2,744百万円  

(+16.0%) 

 

 

【KPI 目標年次 H33年度】 

以下コンテンツでの目標設定 

１ 日本一のアスパラガスを贅

沢に朝採り 

（農業体験コンテンツ） 

 

■参加者・売上目標 

：200組 1300名・5,350,000円 

■受け入れ農家数 

：10軒（夏時期 10軒、冬時期 3

軒程度として） 

■ガイド数 

：農業者 10名、非農家 10名（繁

忙期のガイド体制として） 

２ 星空の余韻を肴に美味しい

お酒を飲み歩こう！ 

（星空・天文台活用コンテンツ） 

 

■参加者・売上目標 

・送迎サービス 

：500組 1,500,000円 

・夏ジンギスカン利用者：50組 

・屋外バー開催日数：30日 

・移動天文台サービス利用者 

：30組 

３ とる・つく・まく！もち米の

里で餅文化体験 

（もち資源の活用コンテンツ） 

 

■実施回数・売上目標 

・もちつき体験実施回数・売上 

：50回・1,250,000円 

■ファンクラブ人数・売上 

：500人・売上 5,000,000円 

■もち料理イベント開催回数 

：2回/年 

■もちつきインストラクター確保 

：10名 

 

  

５ 事業推進方針 

着手前 会議①：事業の共有 

着手 事業の開始 

  事業実施     検証用の調査 

          （ＥＢＰＭ） 

終了 事業の完了 

終了後 会議②：効果の検証、課題の把握 

会議③：事業の見直し 
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■ 経済波及効果の「見える化」の実施 

事業を行った結果、地域に存在する各産業に対して、どのような波及効果を与え、「稼ぐ観光」を実現

することができているのか、検証するために、経済波及効果の「見える化」を図っていく。 

毎年、継続的に実施し、取り組んだ事業内容と経済波及効果の結果を検証することで、どのような事

業が効果的であるか、取組み成果が大きいか等、把握することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 成果検証・事業見直しをふま

えた事業計画の見直し 
Plan Do 

Check Action 

 事業計画の実施・推進 

 目標数値の達成度や進捗状況の

把握を通じて，事業の成果検証 

■目標数値の確認 

■ロードマップの検証 

■戦略会議や検討会議等からの 

意見聴取 

■経済波及効果の「見える化」 

 検証結果を踏まえて必要な事業

を検討，必要に応じて，事業内容

を見直す 

■戦略会議や検討会等の協議・検討 
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６ 経済波及効果の「見える化」分析 

 

１．観光消費の規模 

 

 

 

≪地域の各産業の年間売上との比較≫ 

経済センサス 主な産業別の売上（収入） －平成 28 年・名寄市－ 

農林漁業 2,067百万円 

製造業 18,807百万円 

卸売業，小売業 65,588百万円 

不動産業，物品賃貸業 2,312百万円 

宿泊業，飲食サービス業 3,802百万円 

サービス業（政治・経済・文化団体，宗教を除く） 4,515百万円 

生活関連サービス業，娯楽業 8,595百万円 

医療，福祉 7,783百万円 

 

 

 

 

 

  

観光入込客数 446,200人

総観光消費額 3,624百万円

観光入込客数 （人） 観光消費単価 （円） 総観光消費額（百万円）

日帰り客 370,100 6,656 2,463

宿泊客 76,100 15,254 1,161

道内客 375,000 7,663 2,874

道外客 71,200 27,790 1,979

外国人客 0 0 0

年間の推計総観光消費額は

3,624百万円 

名寄市の平成 28 年度経済センサス活動調査の主な産業別の売上と比較すると、農林水産業や宿泊

業、飲食サービス業等に匹敵する規模である。 

 

2.3倍 

3.6倍 

2.1倍 

1.5倍 

⇒入込客数の多い層に対し観光消費単価を伸ばす戦略 

⇒観光消費単価が高い層に対し、入込客数を伸ばす戦略 が考えられる 
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２．観光消費の経済波及効果 

 

 

 

 

 

観光客の地域内での消費 3,624百万円に対し、直接効果（＝地域に直接落ちるお金）は 2,913

百万円（0.8倍）、原材料の仕入れや雇用者所得による消費を含む地域の経済波及効果は 4,126百

万円（1.1倍）、直接効果（＝地域に直接落ちるお金）に対する、地域の経済波及効果は 1.4倍。 

 

 

 

  

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要
額

直接効果
1次生産
誘発効果

2次生産
誘発効果

合　計

128 126 37 10 172 74 15

0 0 1 1 2 1 0

352 17 5 3 25 13 5

0 0 23 12 35 18 7

456 82 147 84 314 92 36

0 0 15 0 15 7 5

0 0 58 25 83 40 15

392 392 76 144 612 426 252

0 0 50 121 171 133 21

1,085 1,085 129 50 1,265 728 383

0 0 0 3 3 2 1

1,212 1,212 115 87 1,413 871 604

0 0 18 1 18 0 0

合　計 3,624 2,913 674 540 4,126 2,404 1,346

漁業

粗付加価値
誘発額

雇用者所得
誘発額

部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

経済波及効果 4,126百万円発生

観光ＧＤＰ 1,731百万円押し上げ

雇用者 266人／年の新規雇用者を誘発

税収 31百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 2,913 1,731 1,032 211 23

１次波及効果 674 346 167 31 4

２次波及効果 540 327 146 24 4

合計 4,126 2,404 1,346 266 31

 

域内調達率
農業 98.4 %

林業 51.7 %

漁業 4.7 %

鉱業 7.9 %

製造業 18.0 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 85.8 %

商業 81.3 %

金融・保険・不動産 49.7 %

運輸・情報通信 42.5 %

公務 100.0 %

サービス業 31.8 %

分類不明 79.8 %

観光客の消費額が高いのは、宿泊や飲食を含むサービス業、移動交通手段の運輸業、おみやげ品

などの製造業。これらの域内調達率は、50％未満となっている。 

 

① 

②

③ 
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３．シミュレーション例 

（１）今回検討した新鮮野菜の朝採り体験や餅文化体験や、「道の駅もち米の里☆なよろ」での買

い物需要の喚起などにより、観光消費額増加を図る施策による経済波及効果を推計する。 

 

【本事業計画での KGI：観光消費額単価 10％増】 

 ≪属性別の内訳≫ 

 

↓ 

買い物費の消費単価を 1.5倍にする 

↓ 

 

◆シミュレーション結果（１）-①：観光消費の規模 

 

総観光消費額は 3,624百万円から 4,139百万円（＋515百万円）となった。 

  

日帰り客 宿泊客 道内客 道外客

交通費 2,986 3,645 2,374 11,764

宿泊費 161 5,063 1,236 4,143

飲食費 744 3,060 1,351 2,370

買い物費 2,247 2,602 2,263 6,857

その他（入場料など） 517 884 439 2,657

合計 6,656 15,254 7,663 27,790

日帰り客 宿泊客 道内客 道外客

交通費 2,986 3,645 2,374 11,764

宿泊費 161 5,063 1,236 4,143

飲食費 744 3,060 1,351 2,370

買い物費 3,371 3,902 3,394 10,285

その他（入場料など） 517 884 439 2,657

合計 7,780 16,554 8,794 31,219

観光入込客数 446,200人

総観光消費額 4,139百万円

観光入込客数 （人） 観光消費単価 （円） 総観光消費額（百万円）

日帰り客 370,100 7,780 2,879

宿泊客 76,100 16,554 1,260

道内客 375,000 8,794 3,298

道外客 71,200 31,219 2,223

外国人客 0 0 0

単位：円 

単位：円 
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◆シミュレーション結果（１）-②：経済波及効果 

 

 

総観光消費額は＋515百万円となったが、直接効果（＝地域に直接落ちるお金）は＋255百万

円、地域への経済波及効果は＋364百万円となった。観光客の消費単価を高める施策を実施したと

しても、観光消費の効果が地域外へ流出する可能性がある。 

よって、おみやげ品等を製造する製造業の域内調達率を高める施策を検討・シミュレーションし

てみることにする。 

  

  

経済波及効果 4,490百万円発生

観光ＧＤＰ 1,881百万円押し上げ

雇用者 280人／年の新規雇用者を誘発

税収 33百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 3,168 1,881 1,108 220 25

１次波及効果 742 380 182 34 5

２次波及効果 580 352 157 26 4

合計 4,490 2,612 1,446 280 33

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要
額

直接効果
1次生産
誘発効果

2次生産
誘発効果

合　計

191 188 50 10 249 108 21

0 0 1 1 2 1 0

528 25 6 3 34 18 7

0 0 25 13 38 20 7

568 102 162 91 355 104 41

0 0 16 0 16 7 6

0 0 63 27 90 43 17

541 541 84 155 779 542 321

0 0 56 130 186 144 23

1,100 1,100 137 54 1,291 743 391

0 0 0 3 3 2 1

1,212 1,212 123 93 1,428 880 611

0 0 20 1 20 0 0

合　計 4,139 3,168 742 580 4,490 2,612 1,446

漁業

粗付加価値
誘発額

雇用者所得
誘発額

部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

 

域内調達率
農業 98.4 %

林業 51.7 %

漁業 4.7 %

鉱業 7.9 %

製造業 18.0 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 85.8 %

商業 81.3 %

金融・保険・不動産 49.7 %

運輸・情報通信 42.5 %

公務 100.0 %

サービス業 31.8 %

分類不明 79.8 %
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（２）今回の施策である日本一の生産量を誇る「もち米」のイベントや、大きな寒暖差による甘

みの詰まった「アスパラ」・「ホウレンソウ」などの朝採りなどを通じ地域の産品を PRす

るとともに、積極的に提供し、加工食品やおみやげなどの製造業の域内調達率を高める。 

 

 

 

 

◆シミュレーション結果（２）-①：経済波及効果 

 

 

観光振興による地域経済の活性化のためには、観光消費額の増加に取り組むことに加え、提供し

ている商品・サービスになるべく地元産品を活用することを呼びかけ、域内調達を意識した施策を

実施することで観光施策の地域経済への効果が高まると考えられる。 

経済波及効果 4,986百万円発生

観光ＧＤＰ 1,934百万円押し上げ

雇用者 297人／年の新規雇用者を誘発

税収 36百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 3,349 1,934 1,129 226 26

１次波及効果 958 461 216 42 6

２次波及効果 679 392 174 30 5

合計 4,986 2,787 1,519 297 36

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要
額

直接効果
1次生産
誘発効果

2次生産
誘発効果

合　計

191 188 71 11 271 117 23

0 0 3 1 4 2 1

528 25 14 6 45 24 9

0 0 56 24 80 41 15

568 386 386 184 955 280 111

0 0 17 0 17 8 6

0 0 69 29 98 47 18

541 541 99 166 805 560 332

0 0 59 139 198 154 25

1,100 1,100 149 60 1,309 754 397

0 0 0 3 3 2 1

1,212 1,212 138 103 1,453 895 621

0 0 20 1 21 0 0

合　計 4,139 3,452 1,080 728 5,260 2,884 1,559

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

漁業

粗付加価値
誘発額

雇用者所得
誘発額

部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

 

域内調達率
農業 98.4 %

林業 51.7 %

漁業 4.7 %

鉱業 7.9 %

製造業 18.0 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 85.8 %

商業 81.3 %

金融・保険・不動産 49.7 %

運輸・情報通信 42.5 %

公務 100.0 %

サービス業 31.8 %

分類不明 79.8 %  

域内調達率
農業 98.4 %

林業 51.7 %

漁業 4.7 %

鉱業 7.9 %

製造業 50.0 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 85.8 %

商業 81.3 %

金融・保険・不動産 49.7 %

運輸・情報通信 42.5 %

公務 100.0 %

サービス業 31.8 %

分類不明 79.8 %

（イメージ） 

おみやげなどの

商品の半分程度

を地域内の産品

にすることを 

目指す 

加工食品やおみやげ品などの製造

業の域内調達率を 50％に上げると、

経済波及効果合計が現状に比べ＋

860 百万円上昇し、観光消費の伸び

に対し 1.7倍の効果となった。 
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＜参考＞マーケティング調査の結果 

■今後実施を検討している以下のコンテンツについて、ご回答願います。 

① 甘み凝縮太くて柔らかい 日本一のアスパラを贅沢に朝採り 
・名寄盆地で育ったアスパラは盆地特有の大きな寒暖差（観測

史上最大差は 77.8℃⁈）が生む強い甘みが特徴、さらに肥沃

な大地で太陽をたくさん浴びて穂先が太く育っています。 

・朝から駅・ホテル発着の送迎付きでアスパラ農家さんを訪問、

収穫した新鮮なアスパラはその場で召し上がっていただけ

ますし、ご自宅まで発送も承ります。 

・食事付きプランでは、朝からの肉体労働を労う名寄市名産パ

ワーフード煮込みジンギスカンと収穫した野菜を使った一

品料理で体力回復！ 

・予約は前日夕方までに宿泊先のフロントで承ります。 

・季節によってはオプションで田植えやとうきび収穫体験もご

一緒にお楽しみいただけます。  

 

問①－１ どのようなサービスを利用したいと思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問①－２ 上記の体験に参加してみたいと思うポイントは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（名寄市産アスパラガス）

（イメージ） 
名寄市産 

スイートコーン 

16.2

10.5

4.0

5.3

10.9

10.9

5.7

1.1

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

アスパラの朝採り収穫体験

トウモロコシの朝採り収穫体験

雪見ホウレンソウの収穫体験（冬）

ハクチョウモチ（もち米）の田植え・稲刈り

農産物のお土産発送サービス

収穫の後の煮込みジンギスカンなどの料理

利用したいと思わない

その他

22.1

10.3

7.4

2.1

2.7

3.6

1.9

0% 5% 10% 15% 20% 25%

取れたての素材の味を楽しめる。

素材を生かした調理方法（食べ方）が知れる。

手ぶらで農業体験ができる。

朝参加できる体験がうれしい。

前日予約で気軽に申し込める。

地元の人との会話や関わりが楽しめる。

その他
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② 星空の余韻を肴に美味しいお酒を飲み歩こう！ 
・国内２番目の大きさを誇る望遠鏡「ピリカ望遠

鏡」が設置されているきたすばる天文台での星

空観測と宿泊、飲食がパックになったサービス

です。 

・天文台の徒歩圏内にはキャンプサイトやコテー

ジ棟が整備されていますが、市街地からは離れて

います、星の余韻をそのままに、昭和の雰囲気が

残る市街地の飲み屋で美味しいお酒を飲んでい

ただくために、宿泊場所-市街地間の送迎を一律

料金でお安く提供します。 

・逆に、天文台から距離のある市街地のホテルや旅

館、ピヤシリスキー場の麓に位置するなよろ温

泉サンピラーに宿泊している方には、移動式天

体望遠鏡「ポラリスⅡ」が赴き、宿泊場所や飲食

場所の近くで天体観測ができるプランもありま

す。 

 

問②－１ どのようなサービスを利用したいと思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問②－２ 上記の体験に参加してみたいと思うポイントは何ですか。 

 

  

名寄市立天文台「きたすばる」 

移動天体望遠鏡「ポラリスⅡ」 （イメージ） 

18.5

14.5

3.6

9.5

6.5

3.8

1.1

0% 5% 10% 15% 20%

天文台での星空観測と至近のキャンプ・コテージでの宿泊飲食セットプラ

ン

サンピラー温泉（スキー場麓）の宿泊と移動天文台出張サービスのセット

プラン

市街地のホテル・旅館での宿泊と移動天文台出張サービスのセットプラン

天文台への夜間送迎サービス

キャンプ・コテージからの市街地飲食街への送迎サービス

利用したいと思わない

その他

9.2

16.0

9.5

4.0

8.4

2.7

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

望遠鏡等設備の良さ。

国内でもトップクラスの星空が楽しめる観測条件

天文台近くでの宿泊飲食が楽しめること。

市街地に宿泊しても本格的な星空観測ができること。

天文台での星空観測と市街地での飲食両方が楽しめる

その他
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③ とる・つく・まく！もち米の里で餅文化体験 
・道の駅「もち米の里☆なよろ」では毎月最終土曜

日はまちの若い漢たちが全力で餅をつく大迫力

パフォーマンスを観覧できます。 

・お正月シーズンや道の駅の周年祭（●月）には餅

撒きも行われ、近隣住民や観光客の皆さんにお餅

が振舞われます。 

・また観るだけでなく、季節によってはもち米の田

植え・収穫体験や餅つき体験、加工体験等もでき

ます。 

・道の駅は広大な畑に囲まれており、大自然の中で

餅つきができます。 

・もちつき体験では名寄市特産のアスパラやホウ

レン草、スイートコーン等を混ぜ込み、自分だけ

のオリジナル餅がつくれます。 

・オプションの食事付きプランでは、道の駅内のレ

ストランで薄切り餅とひまわりポークのしゃぶ

しゃぶプランもご用意しています。 

 

問②－１ どのようなサービスを利用したいと思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問②－２ 上記の体験に参加してみたいと思うポイントは何ですか。 

 

 

  

（イメージ） 

（イメージ） （イメージ） 

12.8

11.3

7.8

4.6

3.8

11.1

5.7

0.8

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

道の駅で観覧できる迫力の餅つきのパフォーマンス

気軽に参加できる餅つきイベント

野菜収穫体験とあわせて特別な場所で体験する餅つき

地場野菜とつくるオリジナル餅づくり

大自然の中での出張餅つき体験

餅とひまわりポークのしゃぶしゃぶ体験

利用したいと思わない

その他

7.4

10.7

19.3

5.3

4.2

2.3

0% 5% 10% 15% 20% 25%

名寄の「餅」にまつわる地域の文化に触れられる

普段体験できない体験ができる。

おいしい餅や料理が食べられる

自分だけのオリジナルお土産がつくれる。

特別なロケーションでの体験ができる

地域の方と交流できる
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＜調査票＞ 

EBPM調査に加え、以下の調査票に基づき、来訪者へのマーケティング調査を実施した。 
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